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本
日
こ
こ
に
、
平
成
22
年
度
当

初
予
算
案
及
び
諸
議
案
を
提
案
し
、

ご
審
議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
私

の
町
政
に
対
す
る
所
信
の
一
端
と

予
算
案
の
概
要
を
申
し
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
、
昨
年
11
月

に
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
以
来
、
議
員
の
皆
さ
ま
並
び
に

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
多
大
な
る

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
就
任
以
来
、
直
接
現
場
を

訪
ね
た
り
、
多
く
の
方
々
と
の
コ

　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
た
り

す
る
中
で
、
本
町
の
抱
え
る
課
題

を
改
め
て
直
視
し
、
そ
の
重
大
さ
、

そ
し
て
緊
急
性
に
つ
い
て
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

社
会
情
勢
等
に
関
す

る
認
識

　

現
下
の
社
会
経
済
情
勢
に
目
を

向
け
ま
す
と
、
景
気
の
回
復
傾
向

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一
昨
年
秋

の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
金

融
危
機
や
世
界
不
況
に
よ
る
影
響

が
未
だ
消
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
円
高
や
物
価
の
持
続

的
な
下
落
、
雇
用
環
境
の
悪
化
な

ど
か
ら
景
気
の
二
番
底
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
政
府
は
、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」「
新

し
い
公
共
」「
未
来
へ
の
責
任
」「
地

域
主
権
」「
経
済
成
長
と
財
政
規

模
の
両
立
」
を
基
本
理
念
と
し
て

予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
・
地
方
を

通
じ
た
財
政
環
境
は
、
増
加
す
る

社
会
保
障
給
付
、
少
子
化
へ
の
対

応
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
見

込
ま
れ
、
引
き
続
き
厳
し
い
舵
取

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的

な
考
え
方

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
平
成

22
年
度
当
初
予
算
は
、
次
の
考
え

方
を
基
本
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、

私
が
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て

初
め
て
の
年
間
予
算
で
す
の
で
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健
全

財
政
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
つ
つ
も
、
一
方
で
、
本
町
の
将

来
を
見
据
え
た
重
要
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
、
紀
北
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
た
め
の

支
援
策
や
教
育
環
境
の
充
実
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
安
心
を
支

え
る
福
祉
施
策
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
を
支
え
る
源
泉
と
な
る

地
域
活
力
の
活
性
化
策
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
力
を
注
い
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
、
重
点
的
に

施
策
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

誰
も
が
将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望

を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算

に
対
応
し
、
地
域
活
性
化
・
き
め

細
か
な
臨
時
対
策
交
付
金
事
業
を

活
用
し
た
平
成
21
年
度
補
正
予
算

第
４
号
に
よ
り
繰
越
し
て
実
施
す

る
も
の
を
含
め
た
13
カ
月
予
算
に

よ
り
、
地
区
集
会
所
の
改
修
、
生

活
道
路
・
下
排
水
路
や
河
川
の
整

備
、
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
、
小
・

中
学
校
等
教
育
施
設
の
整
備
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
直
接
関

連
し
た
事
業
の
推
進
も
図
っ
て
い

き
ま
す
。

補
正
予
算
及
び
当
初

予
算
の
規
模

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
も

と
に
、
予
算
編
成
を
行
っ
た

結
果
、
本
町
の
平
成
22
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は

91
億
１
千
８
百
28
万
２
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
５
・
５
パ
ー
セ
ン

ト
の
伸
び
と
な
る
な
ど
、
積
極
的

な
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
第
４
号
で

計
上
し
て
い
る
、
地
域
活
性

化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金

事
業
費
を
加
え
た
13
カ
月
の
予

算
ベ
ー
ス
で
の
予
算
総
額
は

93
億
３
千
６
百
52
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
紀
北
町
第
１
次
総

合
計
画
、
基
本
目
標
に
基
づ
き
、

重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
、
快

適
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

施
策
の
一
つ
目
の
「
自
然
と
共

生
し
、
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
本
町
に
と
り
ま
し
て
、
何
よ

り
も
心
配
な
の
は
、
近
い
う
ち
に

高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
東
海
・
東
南
海
・
南
海

地
震
と
、
こ
れ
ら
の
大
地
震
に
よ

る
津
波
の
襲
来
で
す
。
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そ
こ
で
、
災
害
に
強
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成
す
る
た
め
、

自
主
防
災
組
織
と
共
同
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
避
難
対
策
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
数
々
の
津
波
避
難

路
等
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
本
年
度
に
お
き
ま
し

て
も
、
海
山
区
の
引
本
地
区
に
津

波
避
難
階
段
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

消
防
業
務
で
は
、
火
災
か
ら
住

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
詰
所
の
整
備
や
消
防
団
資

機
材
搬
送
車
の
購
入
な
ど
を
行
い
、

消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
救
急
業
務
は
、
年
々
増

加
し
て
お
り
、
傷
病
者
の
救
命
率

の
向
上
が
急
務
で
す
。
こ
の
た
め
、

救
急
隊
員
の
よ
り
高
度
な
技
術
の

習
得
と
、
医
療
関
係
機
関
と
の
密

接
な
協
力
体
制
の
構
築
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

本
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
中
で
、
自
然
と
調
和
し
た
営
み

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
環
境
を
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
環

境
の
保
全
と
資
源
の
有
効
利
用
を

図
り
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ご
み
減
量
に
関
す
る
啓

発
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
資

源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な

ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
ご

み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
図
る
な
ど
、
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
で
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
努
め
、

設
置
に
対
し
て
、
引
き
続
き
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
の
た
め
水
質

検
査
や
大
気
汚
染
及
び
、
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
の
監
視
強
化
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

港
湾
・
海
岸
の
整
備
で
は
、
県

営
海
岸
高
潮
対
策
事
業
に
よ
り
、

引
き
続
き
、
長
島
港
・
長
島
地
区

の
堤
防
補
修
補
強
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
呼
崎
名
倉
地
区
に
お
い

て
も
、
堤
防
補
強
計
画
を
策
定
し

て
、
事
業
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

河
川
事
業
で
は
、
平
成
16
年
９

月
の
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
、「
船
津
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
」
が
、
概
ね
平
成
21

年
度
で
完
了
し
ま
す
が
、
引
き
続

き
「
船
津
川
河
川
改
修
事
業
」
と

し
て
、
河
床
掘
削
、
工
事
用
道
路

撤
去
等
の
残
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

砂
防
事
業
で
は
、
海
山
区
で
事

業
中
の
上
里
地
区
、
矢
口
浦
地
区
、

島
勝
浦
地
区
で
堰
堤
等
の
施
設
整

備
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
、

宇
山
地
区
の
砂
防
事
業
に
着
手
し

ま
す
。

　

ま
た
、
紀
伊
長
島
区
で
は
、
昨

年
６
月
に
崩
落
が
発
生
し
た
長
島

地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に

着
手
し
ま
す
。

　

交
通
・
通
信
体
系
の
道
路
網
整

備
で
は
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

が
、
昨
年
２
月
に
「
紀
勢
大
内
山

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
ま
で
開
通

さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
平

成
24
年
度
中
の
「
紀
伊
長
島
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）」
の
開

通
と
、
平
成
25
年
の
式
年
遷
宮
に

合
わ
せ
た
「
熊
野
市
・
大
泊
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）」
ま
で

の
開
通
が
め
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
国
土
交
通
省
や
中
日
本
高
速

道
路
へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
、
高
速
道
路
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
営
事
業
で
は
、「
国

道
４
２
２
号
・
紀
伊
長
島
イ
ン

タ
ー
線
」
及
び
「
県
道
矢
口
浦
上

里
線
」、「
県
道
長
島
港
古
里
線
」

の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
日
常
生
活
に
必
要
な
道
路

の
改
良
や
舗
装
に
つ
き
ま
し
て
、

優
先
順
位
を
定
め
、
き
め
細
か
い

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

紀
伊
長
島
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
古
里
江
の
浦
線
道
路
整
備
事
業
」

が
平
成
22
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
海
山
区
に
お
き
ま
し
て

は
、「
船
津
駅
前
線
」、「
小
山
山

側
線
」
の
道
路
整
備
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

「
渡
利
引
本
線
」、「
中
里
１
号
線
」

の
舗
装
事
業
が
平
成
22
年
度
で
完

了
し
ま
す
。

　

県
営
熊
野
灘
臨
海
公
園
事
業
で

は
、
海
山
区
・
大
白
地
区
公
園
の

「
多
目
的
広
場
整
備
」
が
平
成
22

年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

紀
伊
長
島
区
で
は
片
上
地
区
公

園
の
「
萩
原
台
園
地
ト
イ
レ
設
置
」

と
、城
ノ
浜
地
区
公
園
の
「
コ
テ
ー

ジ
改
修
」
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

互
い
に
支
え
合
い
、

健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
　

次
に
、
施
策
の
二
つ
目
の
、「
互

い
に
支
え
合
い
、
健
康
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。

　

少
子
化
対
策
の
基
本
は
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
行
政
と
し
て
整
え

る
こ
と
で
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
児
童

の
放
課
後
対
策
と
し
て
、
学
童
保

育
事
業
を
推
進
し
、
共
働
き
の
家

庭
で
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
整
備
を
図
っ
て
い
く
た
め
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の
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
小
規
模
型
を
拡
充
し
た
、

ひ
ろ
ば
型
に
移
行
し
、
引
き
続
き

助
成
を
続
け
る
と
と
も
に
、
安
心

し
て
出
産
が
で
き
る
よ
う
に
、
公

費
負
担
に
よ
る
妊
婦
健
康
診
査
の

軽
減
な
ど
広
く
子
育
て
支
援
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
通

院
、
入
院
と
も
未
就
学
児
童
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
入
院
に

限
っ
て
、
小
学
校
六
年
生
ま
で
対

象
年
齢
を
拡
大
し
、
医
療
費
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

高
齢
者
対
策
で
は
、
誰
も
が
い

つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持
っ
て
充

実
し
た
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
寝
た
き

り
老
人
等
福
祉
保
健
手
当
の
支
給
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
緊
急
事
態

に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
装

置
の
設
置
、
日
々
の
見
守
り
も
兼

ね
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を

継
続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
介
護

基
盤
整
備
と
し
て
民
間
が
実
施
す

る
地
域
密
着
型
の
認
知
症
対
応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
に
対
す
る

助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
対
策
で
は
、
今

年
度
か
ら
、
特
定
健
診
や
長
寿
医

療
健
診
、
生
活
機
能
評
価
の
集
団

健
診
の
実
施
や
、
特
定
高
齢
者
施

策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
一

般
高
齢
者
施
策
の
「
地
域
介
護
予

防
活
動
支
援
事
業
」
の
拡
大
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、
重

度
の
障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る

医
療
費
の
助
成
、
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
費
・
訓

練
給
付
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

障
が
い
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
相
談
支
援
、
移
動
支
援
等

を
行
う
地
域
生
活
支
援
事
業
を
充

実
し
ま
す
。
併
せ
て
、
じ
ん
臓
機

能
障
が
い
者
の
方
の
通
院
に
要
す

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

交
通
費
の
助
成
制
度
の
基
準
を
一

部
見
直
し
、
助
成
費
の
拡
充
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
は
、
健
康
づ
く
り

の
推
進
も
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、

昨
年
５
月
に
立
ち
上
げ
た
「
紀
北

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
を
中

心
と
し
て
、
さ
ら
に
会
員
登
録
を

促
し
つ
つ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

等
の
イ
ベ
ン
ト
も
お
り
ま
ぜ
な
が

ら
広
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
定
着
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
健

康
体
操
も
絡
め
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
住
民
が
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
が
ん
検
診
事
業

で
は
、「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
受
診
率

向
上
を
図
る
た
め
、
休
日
の
実
施

や
、
特
定
健
診
、
生
活
機
能
評
価

と
の
同
時
実
施
等
、
新
た
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
国
民
健
康
保
険
で

行
っ
て
い
ま
す
脳
ド
ッ
ク
な
ど
の

検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
診
対

象
者
を
10
名
増
や
し
て
60
名
に
拡

充
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
活
力
と
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、
施
策
の
三
つ
目
の
、「
地

域
の
資
源
を
生
か
し
、
活
力
と
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

農
業
振
興
施
策
で
は
、
県
営
中

山
間
総
合
整
備
事
業
を
活
用
し
、

農
業
用
用
排
水
路
の
改
修
及
び
た

め
池
等
の
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

林
業
振
興
施
策
で
は
、
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
事
業
・
造

林
事
業
な
ど
に
よ
り
適
正
な
森
林

の
管
理
を
促
進
し
、
持
続
的
な
生

産
の
た
め
の
「
生
産
林
」
と
Ｃ
Ｏ

の
吸
収
に
よ
る
地
球
環
境
の
保
全

な
ど
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
を
重
視
し
た
「
環
境
林
」
の
公

益
的
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
新
築
奨
励
金

交
付
事
業
に
よ
り
、
地
元
製
材
の

振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
猟
友
会

の
協
力
に
よ
り
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
捕
獲
、

駆
除
や
獣
害
防
止
用
資
材
費
用
に

対
す
る
補
助
等
の
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
獣
害
は
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
住
民
、

農
林
業
関
係
者
の
方
々
と
協
議
し
、

獣
害
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

水
産
業
振
興
施
策
で
は
、
漁
業

生
産
基
盤
の
整
備
、
水
産
資
源
の

増
殖
を
図
る
た
め
の
種
苗
の
放
流

や
調
査
に
か
か
る
助
成
、
漁
港
の

維
持
管
理
事
業
、
漁
業
近
代
化
利

子
補
給
事
業
、
三
重
外
湾
漁
協
合

併
に
伴
う
支
援
、
外
国
人
漁
業
研

修
生
受
入
対
策
事
業
、
漁
業
担
い

手
対
策
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
水

産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
資
源
管
理
で
は
、

海
の
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
環

境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
漁

業
者
を
中
心
と
し
た
活
動
組
織
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
施
策
で
は
、
紀
北

町
商
工
会
と
連
携
し
地
域
の
商
工

業
振
興
に
向
け
、
引
き
続
き
中
小

企
業
指
導
育
成
事
業
に
よ
る
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、「
年
末
き
い

な
が
し
ま
港
市
」
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紀
北
町
の
主
要
な
物
産

で
あ
る
、
農
林
水
産
物
、
そ
の
加

工
品
な
ど
を
含
め
た
各
種
物
産
の

４

２
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ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
地
場
産
業
の
育
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

雇
用
情
勢
が
、
全
国
的
に
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
雇
用
の

安
定
を
図
る
こ
と
は
、
暮
ら
し
を

支
え
る
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
に
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

雇
用
情
勢
の
改
善
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

消
費
者
行
政
で
は
、
地
方
消
費

者
行
政
活
性
化
基
金
を
活
用
し
、

悪
徳
商
法
に
対
応
す
る
た
め
の
冊

子
配
布
な
ど
、
多
様
化
す
る
消
費

者
行
政
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
に
は
、
豊
か
で
美

し
い
自
然
と
と
も
に
、
美
味
し
い

食
、
個
性
あ
る
歴
史
・
文
化
な
ど
、

多
様
で
魅
力
的
な
資
源
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
素
晴
し
い
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
本

町
が
「
人
が
来
る
ま
ち
・
人
が
住

む
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
ま
ち
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
観
光
振
興
施
策
で

は
、
地
域
の
誇
れ
る
資
源
で
あ
る

海
、
山
、
川
、
熊
野
古
道
、
地
域

の
伝
統
文
化
を
最
大
限
に
活
用
し

た
魅
力
あ
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

の
提
供
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
な
ど

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
活
用
と
宿
泊
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
「
廻
り
の
ま
ち
」

の
実
現
を
め
ざ
し
、
六
次
産
業
の

振
興
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
か
ら
期
間
を

限
定
し
て
行
わ
れ
る
伊
勢
自
動
車

道
、
紀
勢
自
動
車
道
の
無
料
化
を

に
ら
み
、
紀
北
町
商
工
会
、
紀
北

町
観
光
協
会
、
民
間
事
業
者
の

方
々
と
と
も
に
協
働
し
な
が
ら
、

紀
北
町
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
紀
北
町
の
魅
力
を
最
大
限
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
団
塊
世
代
の
定
年
退
職

者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
に
空

き
家
情
報
を
発
信
し
、
町
内
へ
の

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
町
内
の

空
き
家
を
調
査
す
る
「
空
き
家
調

査
事
業
」
を
実
施
し
、
そ
の
情
報

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
で
働
く
方
々
に
、

新
し
い
世
界
に
触
れ
新
鮮
な
刺
激

を
受
け
、
仕
事
や
ま
ち
お
こ
し
の

ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
き
、
紀
北

町
の
ま
ち
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
進

地
の
方
々
か
ら
直
接
話
し
を
聴
く

機
会
を
提
供
す
る
「
紀
北
町
ま
ち

お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
み
、

人
と
文
化
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り

　

次
に
、
施
策
の
四
つ
目
の
、「
豊

か
な
心
を
育
み
、
人
と
文
化
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
基
礎
学
力
の

充
実
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
で

安
心
な
学
校
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
図
る
上
で
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
紀
北
町

学
校
施
設
耐
震
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
耐
震
化
を
順
次
進
め
て
い
ま

す
が
、
現
地
で
の
改
築
を
予
定
し

て
い
る
紀
北
中
学
校
を
除
く
す
べ

て
の
学
校
の
耐
震
化
が
、
平
成
22

年
度
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
紀
北
中
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
地
で
の
改
築
に
向

け
平
成
22
年
度
は
実
施
設
計
を
行

い
、
平
成
23
年
度
24
年
度
に
改
築

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
間
、
尾
鷲
高
等

学
校
長
島
校
を
仮
校
舎
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
義
務
教
育
が
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
均
等
に
保
障
さ
れ

る
た
め
に
、
格
差
を
防
ぎ
機
会
均

等
を
維
持
す
る
必
要
か
ら
就
学
援

助
費
に
お
け
る
学
校
給
食
費
の
援

助
を
実
費
相
当
額
の
全
額
援
助
に

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
奨
学
金
制

度
の
貸
与
枠
の
拡
充
な
ど
子
育
て

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒

そ
れ
ぞ
れ
が
、
個
人
の
尊
厳
が
重

ん
じ
ら
れ
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
と
な
い
子
ど
も
が
と
も
に
学
び
、

と
も
に
理
解
し
あ
う
た
め
に
、
同

じ
教
室
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
を
め
ざ
し
、
臨
時
介

助
教
員
の
配
置
を
引
き
続
き
行
う

と
と
も
に
、
さ
ら
に
支
援
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
、
公
民
館
施
設

を
利
用
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
め
る
よ
う
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
層
に
応
じ
た
講
座

な
ど
を
開
催
し
、
学
習
機
会
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、

町
文
化
協
会
へ
の
支
援
を
と
お
し
、

文
化
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
本
町
を

元
気
に
し
て
い
く
た
め
に
欠
く
こ

５
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ぐ
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と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
町

体
育
協
会
へ
の
活
動
支
援
を
行
い
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
町
民
の
健
康
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催

し
、
年
齢
や
体
力
に
応
じ
て
楽
し

く
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
う
機
会
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、
小
・

中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
県
大
会
な

ど
で
活
躍
し
団
体
や
個
人
で
東
海

大
会
や
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
な

ど
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
全
国
大
会
及
び
東

海
大
会
等
に
出
場
す
る
た
め
の
経

費
助
成
の
拡
充
を
図
り
、
さ
ら
な

る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

自
立
を
め
ざ
し
、
住

民
と
行
政
が
と
も
に

歩
む
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、
施
策
の
五
つ
目
の
、「
自

立
を
め
ざ
し
、
住
民
と
行
政
が
と

も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

国
の
地
方
分
権
改
革
は
一
層
本

格
化
し
、
地
方
交
付
税
の
削
減
等

が
今
後
も
予
想
さ
れ
、
地
方
財
政

は
依
然
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
財
源
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
見
直

し
等
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減
と

創
意
工
夫
や
適
正
な
職
員
定
数
の

見
直
し
に
よ
る
職
員
数
の
純
減
に

努
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

「
運
営
」
か
ら
「
経
営
」
に
転
換
し
、

本
当
に
必
要
な
部
分
へ
経
営
資
源

を
投
入
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
財
政
の

健
全
化
に
向
け
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
自
立
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
度
は
行
財
政

改
革
大
綱
の
最
終
計
画
年
度
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、

人
件
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
定
員

適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職
員
の
削

減
、
地
方
債
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
規
起
債
借
り
入
れ
額
の
抑
制
や

過
疎
対
策
事
業
債
、
合
併
特
例
事

業
債
な
ど
普
通
交
付
税
措
置
が
あ

る
有
利
な
起
債
の
借
り
入
れ
、
ま

た
、
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
な

い
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
将
来
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
地
方
債
残
高
は
、

平
成
21
年
度
末
で
１
２
０
億
円
と

な
る
見
込
み
で
す
が
、
平
成
22
年

度
は
学
校
の
耐
震
化
事
業
に
伴
う

町
債
や
普
通
交
付
税
か
ら
の
振
替

分
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
増

加
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
末
で
は

１
２
４
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
基
金
残
高
は
、
平
成
22

年
度
末
に
は
、
27
億
８
千
万
円
に

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
平
成
17
年

度
末
に
比
べ
約
17
億
２
千
万
円
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。

そ
の
他
の
直
面
す
る

重
要
課
題

　

以
上
、
紀
北
町
第
1
次
総
合
計

画
、
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
重
点

的
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
直
面
す

る
重
要
案
件
に
つ
い
て
申
し
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
庁
舎
移
転
問
題
に
つ

い
て
で
す
が
、
合
併
協
定
、
本
庁

舎
、
紀
北
中
学
校
等
、
紀
北
町
と

し
て
総
合
的
な
観
点
か
ら
判
断
し

た
結
果
、
尾
鷲
高
等
学
校
長
島
校

跡
地
を
購
入
し
、
一
時
、
紀
北
中

学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
利
用
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
後
、
本
庁
舎
移

転
及
び
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
活

用
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
庁
舎
移
転
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度
に
用

地
購
入
、
平
成
23
年
度
に
実
施
設

計
、
平
成
24
年
度
に
は
改
修
工
事

を
行
い
移
転
す
る
３
カ
年
事
業
と

考
え
て
お
り
、
平
成
22
年
度
当
初

予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
尾
鷲
高

等
学
校
長
島
校
跡
地
を
庁
舎
等
用

地
と
し
て
取
得
す
る
た
め
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
産
廃
訴
訟
に
係
る
損
害

賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
で
す
が
、

去
る
１
月
８
日
に
私
が
主
宰
す
る

対
策
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
訴
訟
代

理
人
で
あ
る
弁
護
士
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
裁
判
に
関
す
る
疑
問

点
や
問
題
点
を
整
理
し
、
勉
強
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
情
報
収

集
や
情
報
提
供
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
の
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、
訴

訟
代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
の
方
々

と
も
十
分
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

勝
訴
に
向
け
最
善
を
尽
く
し
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
重
要
課
題
の
ほ
か
に
も
、

関
係
各
位
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ

ん
の
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
十
分
配
慮
し
つ

つ
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
」
を
念
頭
に
お
き

な
が
ら
、
町
政
の
推
進
に
最
善
の

努
力
を
し
、
こ
の
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
合
併
し
て
５
年
目
を
迎

え
る
紀
北
町
が
、
新
た
な
飛
躍
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
常

に
町
民
の
皆
さ
ま
の
視
点
に
立
ち
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
と
願
い
を
行

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
，
住
民

の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

６
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

運
営
団
体
を
公
募
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

運
営
団
体
を
公
募
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

運
営
団
体
を
公
募
し
ま
す

　

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
手
当

が
充
実
さ
れ
、
４
月
か
ら
「
子
ど
も

手
当
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支

援
す
る
た
め
に
、
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
、
月

額
１
３
，
０
０
０
円
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。　

支
給
の
対
象　
　

　

中
学
生
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
を
い
う
）

の
子
ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方　

※

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
金
額

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、

月
額
１
３
，
０
０
０
円
（
支
給
月
は

６
月
、
10
月
、
２
月
で
、
そ
れ
ぞ
れ

前
月
分
ま
で
の
手
当
て
が
支
給
さ
れ

ま
す
。）

支
給
の
申
請

①
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
紀
北

町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
児
童
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
）
は
、
そ
の
ま
ま
子
ど
も
手

当
の
支
給

の
対
象
に

な
り
ま
す

の
で 

、
特

に
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
中
学

２
年
生
、３
年
生
に
な
る
子
ど
も
（
平

成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
養
育
さ
れ

て
い
る
方
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方

に
は
４
月
下
旬
ご
ろ
申
請
の
ご
案
内

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※

経
過
措
置
に
よ
り
、
平
成
22
年
９

月
30
日
（
木
）
ま
で
に
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
、
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

そ
の
他

　

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
32
）
３
９
１
２

公
募
の
趣
旨

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
放
課
後
健
全
育

成
事
業
と
し
て
、
保
護
者
が
就
労
等

に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
お
お
む

ね
小
学
校
１
年
生
か
ら
小
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
に
、
遊
び
と
生
活
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

紀
北
町
で
は
、
よ
り
子
育
て
支
援

に
資
す
る
た
め
、
新
た
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
団
体
に
対
す
る
助
成

制
度
を
創
設
し
、
紀
伊
長
島
区
・
海

山
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か
所
、
拠
点
と

な
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し

ま
す
。　

　

つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
等
の
健

全
育
成
の
た
め
に
、
安
全
で
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
団
体
を

次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

運
営
場
所
（
予
定
）

○
海
山
区
相
賀
４
８
１
番
地
１　
　

　

紀
北
町
多
目
的
広
場
内
管
理
棟　

○
紀
伊
長
島
区
長
島
１
５
３
８
番
地

　

西
小
学
校
内
普
通
教
室　

公
募
要
領
等
配
付
期
間
・
場
所

　

４
月
８
日（
木
）〜
22
日（
木
）（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

紀
北
町
海
山
区
相
賀
４
８
８
番
地
１

　

紀
北
町
役
場　

福
祉
保
健
課
（
紀

北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

応
募
方
法

　

必
要
書
類
を
必
要
部
数
作
成
し
、

提
出
先
に
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

　

４
月
22
日
（
木
）

　

受
付
時
間…

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

提
出
先

　

紀
北
町
海
山
区
相
賀
４
８
８
番
地
１

　

紀
北
町
役
場　

福
祉
保
健
課
（
紀

北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

説
明
会
の
開
催

日
時

　

４
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場

　

紀
北
町
役
場　

福
祉
保
健
課

（
紀
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

※

内
容
は
、
公
募
要
領
の
内
容
説
明

等
に
つ
い
て
で
す
。

※

参
加
希
望
団
体
は
、４
月
14
日（
水
）

午
後
３
時
ま
で
に
、
参
加
申
込
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※

公
募
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
公
募
要
領
等
を

よ
く
確
認
し
た
上
で
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
公
募
要
領
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係　

℡（
32
）
３
９
１
２

　
（
32
）
０
４
４
７

４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

福祉保健課からのお知らせ
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「美し国おこし・三重」活動団体紹介「美し国おこし・三重」活動団体紹介「美し国おこし・三重」活動団体紹介
　平成 21 年 4月 18 日から開始された「美し国おこし・三重」は、人と人、人と地域、人と自然の力強い “絆 ”

を復活し、“元気な地域づくり”を目指す活動です。パートナーグループとは、住民の皆さんが「美し国おこし・

三重」の取組主旨に沿って、自発的に地域づくりに取り組む団体です。紀北町では、平成 22 年 3月 1日現在、

15 団体が登録し（三重県内で 139 団体）、活発に活動を展開中です。今回は “町を元気にしたい、活性化し

たい ”と取り組んでいる登録団体（パートナーグループ）の活動を紹介します。

NPO 法人　ふるさと企画舎　　　　　

古道魚まち歩観会　　　　　　
　長島港の漁村風景「魚まち」を大切に守り、次の世代

に残す活動をしています。魚まちへ古道客を誘導し、か
つての活気と賑わいを取り
戻すため、また、魚まちの
伝統と文化を守り伝えるた
め、自治会や他団体と連携
し、積極的に取り組んでい

ます。

交流空間みやま　
　美しく豊かな自然や、世界遺産熊野古道等を活用した

地域づくり活動を行っています。馬越峠と銚子川流域を

集客拠点とし、周辺の魅力

アップ事業、地域資源を活

用した「廻りのまち」の実

現に向け集客交流に取り組

んでいます。

手づくり工房・ワーイワイ　　
　「中高年の、ものづくりによる生きがいと健康サポー

ト」 を目指し活動をしています。地域のみなさんとの心

の交流を大切にし、会員の

心づくり、健康づくり、地

域づくりへと広がっていく

ように一歩一歩、歩いてい

きます。

NPO 法人　悠遊くうかん木海香の里　　
　移住や二地域居住を考えたい人や、田舎暮らし体験を

希望する都会の人々が滞在しながら空き家探し、田舎暮

らし体験ができる、海が一

望の体験交流施設「海の風」

を提供し、人々が交流し、

まちづくり活動に参画でき

る機会を準備しています。

下河内の里山を守る会　
　私たちは先人たちが大切にしてきた里山の風景が残る

「下河内」を守り、後世に伝えていく活動をしています。

現在、加工直販所を整備中

です。下河内ならではの味

と食材を堪能していただき

「下河内ファン」を増やして

いきます。

海山熊野古道の会　　　　
　「熊野古道伊勢路を一つにつなごうという夢」を持ち

続けながら、地元の古道の周知普及に努めています。熊

野古道の案内、清掃奉仕、

危険箇所パトロール、関連

する事項の調査・研究等の

活動を行っています。

長島駅前玉地区活性化委員会　　　　
　自分たちの町をどうにか盛り上げようと、「街路にモッ

コクの植樹」、「イルミネーションの設置」、「エコチェア

の制作、設置」に取り組み

ました。「町道長島駅山本線

沿線の景観美化と多用途空

間の創造」を目指して活動

中です。

う ま

うま

うま

　「人・自然・歴史・文化」等

の地域資源を活かし、参加型

体験を通じて地域の魅力を伝

え、地域住民や来訪者がとも

にこの地域を大切な「ふるさ

と」と感じるまちづくりを進

めていきます。

めぐ

ゆうゆう き　み　か
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　町を元気にしたい、活性化したいという思いのある団体・個人の方は、事前にご連絡の
上ご参加ください。また、パートナーグループ登録について、その他「美し国おこし・三重」
についてご不明な点がありましたらお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ・連絡先
本庁企画課企画係　℡32-3903　 　32-2331
Ema i l　k ikaku@town .mie -k ihoku . lg . jp

「美し国おこし・三重」座談会開催
日時：4 月 27 日（火）午後 7 時～ 9 時　場所：紀北町町民センター大会議室

美し国おこし・三重

パートナーグループは随
時募集中です！
「美し国おこし・三重」
事業は平成 26 年度まで
展開します。

うま

奥川ファーム
　「先人の知識や経験を未来に引き継いでいきます。」安

心・安全食材の美味しいお米、新鮮野菜をお客様に直接

販売するシステムを作り、地

域の方々と連携し、専業農家

が成り立つ仕組みを構築しま

す。耕作放棄地をなくし、大

切な稲作文化を継承していき

ます。

紀北農業者の会
　農家、家庭菜園等、色々な立場・形の農業に携わる仲

間が集まり、自分達の農業を見直しています。地産地消

の良さを確かめながら作るこ

と、売っていくことにやりが

いや生きがいを見つけ、また

活動を広げることで、人々が

集まる賑やかな空間作りを目

指していきます。

海守り　　　
　自分達の育った島勝浦の海でビオトープ作り（魚達の

森づくり）等の、自然と触れ合える取り組みを行ってい

きたいと活動をはじめました。

「島勝の海を磯焼けから守る」、

「森づくりによる再生保護活動

を通して海を守りする」、「育

てる」活動を行っていきます。

NPO 法人   ア・ピース・オブ・コスモス
　熊野古道の豊かな「自然、歴史、魅力」を多くの人に

伝え、継承していくこと‥‥それが私たちの活動の目的

です。古民家「ゆうがく邸」は、

都会の人や子どもたちの生活

体験、国内外の芸術家の滞在

制作などの企画を通して、地

域文化発信の拠点となります。

元気なふるさと村づくり塾
　自然豊かな環境を残している紀伊長島区古里。美しい

海の景観、海水浴場、温泉、みかん畑に囲まれ、古くか

ら民宿が多く賑わいましたが、現在では民宿は減り、将

来への危機感を抱いた有志が、

村づくり塾を始めました。「い

つ来ても白い花が訪れた人を

お出迎えできる場所に！」を

目標に取り組み中です。

紀北の郷土食を生かした弁当開発グループ
　この地域でしか食べられない食材を使って郷土食をア
レンジした弁当を開発しています。熊野古道沿いに自生
する薬草を使った薬草弁当、
沖ギスを蒲焼にした石畳弁当
を開発しました。地元の農家
や漁業者と連携し、地域の人
と意見交換を行いながら提供
していくことで地域の活性化
や観光振興を図っていきます。

三重県グリーンツーリズムコミュニティー
　自然豊かな三重県でグリーンツーリズムを推進するた

めに地域で活動している「人・もの・コト」をつなげる

ネットワークの強化を進めて

います。新たな体験イベント

や体験ツアー、商品開発など、

グリーンツーリズムを通して、

地域の活性化を目指していき

ます。

うみも

も

うま

うま
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環
境
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

古
紙
の
回
収
を
促
進
し
、
ご
み

の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

図
る
た
め
、
古
紙
を
い
つ
で
も
出

せ
、
保
管
が
で
き
る
「
古
紙
回
収

庫
」
を
次
の
18
か
所
の
資
源
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

雨
天
で
古
紙
の
収
集
が
中
止
に

な
っ
た
、
出
し
忘
れ
た
、
日
程
や

時
間
の
都
合
に
よ
り
収
集
日
を
利

用
で
き
な
い
等
の
場
合
、
他
の
資

源
ご
み
同
様
に
い
つ
で
も
持
ち
込

め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

利
用
方
法

◎
収
集
日
と
同
様
に
、
古
紙
を
分

別
し
て
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー

ル
、
雑
誌
は
ひ
も
で
縛
り
、
回
収

庫
内
の
指
定
の
位
置
に
お
い
て
く

だ
さ
い
。
紙
製
容
器
包
装
は
、
回

収
庫
内
の
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

◎
古
紙
回
収
庫
は
４
月
１
日
か
ら

利
用
可
能
で
す
。

設
置
場
所

【
三
野
瀬
地
区
】

三
浦…

旧
三
野
瀬
支
所

道
瀬…

旧
道
瀬
漁
協
付
近

古
里…

古
里
公
民
館

海
野…
海
野
小
学
校
入
り
口

【
長
島
地
区
】

出
垣
内
①…
紀
伊
長
島
幼
稚
園

出
垣
内
②…

紀
北
中
学
校

久
野…

久
野
墓
地
駐
車
場

地
蔵
町…

西
小
学
校
体
育
館
横

新
町
・
浦
町…

保
健
セ
ン
タ
ー

中
ノ
島…

田
ノ
谷
都
市
公
園

【
東
長
島
地
区
】

東
井
ノ
島
・…

マ
ン
ド
ロ
倉
庫
横

中
州…

中
州
区
民
館

呼
崎…

東
小
学
校

片
上…

片
上
２
区
公
民
館

【
赤
羽
地
区
】

向
井
・
中
桐…

若
者
セ
ン
タ
ー

前
山…

赤
羽
出
張
所

島
地…

島
地
集
会
所

志
子
奥…

志
子
奥
集
会
所

※
古
紙
の
収
集
は
、
従
来
ど
お
り

月
２
回
、
第
２
・
第
４
水
曜
日
に

行
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
場
所
に
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
収
集
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
32
）
３
９
１
１

紀
伊
長
島
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
47
）
１
１
１
１

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
設
備

で
す
。
私
た
ち
の
身
近
な
環
境
を

守
る
た
め
、
浄
化
槽
法
で
、①
保

守
点
検　

②
清
掃　

③
法
定
検
査

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
、③
法
定
検
査
は
、

県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
（
社
）

三
重
県
水
質
保
全
協
会
が
実
施
し

ま
す
。

今
年
度
の
法
定
検
査
の
予
定
実
施

期
間

　

紀
伊
長
島
区　

４
月
〜
６
月

　

海
山
区　
　
　

６
月
〜
８
月

法
定
検
査
は
次
の
こ
と
を
検
査
し

ま
す
。

・
保
守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
実

施
さ
れ
て
浄
化
槽
が
正
常
に
稼
動

し
て
い
る
か
。

・
良
好
な
水
質
が
確
保
さ
れ
て
い

る
か
。（
放
流
水
を
採
水
し
、
持

ち
帰
っ
て
水
質
分
析
を
し
ま
す
。）

※

法
定
検
査
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
後
日
「
受
検
案
内
書
」
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

※

検
査
手
数
料
は
３
，
８
０
０
円

で
す
。（
20
人
槽
ま
で
）

◎
浄
化
槽
を
廃
止
さ
れ
る
場
合

は
、
最
寄
り
の
県
環
境
事
務
所
へ

「
浄
化
槽
廃
止
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

（
社
）
三
重
県
水
質
保
全
協
会
検

査
課　

℡
０
５
９
（
２
２
６
）
０
０
１
０

古
紙
回
収
庫
の
設
置

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
に

検
査
の
ご
案
内
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左
表
の
日
程
で
集
合
注
射
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
を
持
参
の
う
え
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
都
合
に
よ
り
集
合
注

射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て

は
、６
月
末
ま
で
に
動
物
病
院
で
「
注

射
」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方
、
ま
た

は
、
犬
と
一
緒
に
紀
北
町
へ
転
入
さ

れ
た
方
は
、「
登
録
」の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
犬
が
死
亡
し

た
場
合
や
、
飼
っ
て
い
な
い
の
に
ハ

ガ
キ
が
届
い
た
場
合
は
本
庁
環
境
管

理
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
注
射
料
金
」　　

３
，
２
０
０
円

「
登
録
手
数
料
」　

３
，
０
０
０
円

（
注
射
実
施
日
１
週
間
前
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。）

☆
狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
基
づ
き
、
犬

の
所
有
者
は
そ
の
犬
（
生
後
91
日
以

上
）
に
つ
い
て
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
」

を
年
１
回
受
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
が
分
か
る
よ

う
に
、「
鑑
札
」
と
「
注
射
済
票
」
を

犬
に
装
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
日
本
で
は
、
犬
の
「
狂
犬
病
」

は
、
50
年
来
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に

よ
り
、
多
く
の
動
物
が
国
内
に
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。
犬
以
外
の
哺
乳
類

も
「
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
」
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
一
、「
狂

犬
病
ウ
イ
ル
ス
」
が
侵
入
し
て
も
、

犬
に
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
る
こ
と

で
、
大
き
な
被
害
を
出
さ
な
い
で
す

む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、
人
も
動
物
も
発
病
す

れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
に
い
た
る
恐

ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
世
界
中
で
、

毎
年
４
〜
７
万
人
ほ
ど
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
過
去
に
は
国
内
で
も
多

く
の
人
が
死
亡
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
、
犬
の
「
登
録
」
と
「
狂

犬
病
の
注
射
」
を
必
ず
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

飼
い
犬
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
！

　

咬
傷
事
故
は
野
犬
よ
り
も
飼
い
犬

に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、
し
つ
け
が

不
十
分
で
訪
問
者
を
咬
ん
だ
り
、
犬

を
制
御
で
き
な
い
小
さ
な
子
ど
も
が

犬
の
散
歩
を
し
た
り
、
つ
な
い
で
あ

る
鎖
や
首
輪
な
ど
が
は
ず
れ
て
脱
走

し
た
こ
と
が
原
因
で
起
き
ま
す
。
犬

が
し
た
こ
と
で
も
す
べ
て
飼
い
主
の

責
任
で
す
。十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

放
し
飼
い
は
禁
止
で
す
！

○
三
重
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
で
放
し
飼
い
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
散
歩
も
綱
な
ど
に
つ
な
い
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
農
道
や
林
道
な
ど
人
気
の
な
い
と

こ
ろ
で
綱
を
は
ず
す
こ
と
も
、
周
囲

の
方
に
危
険
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
禁
止
で
す
。

　
　
　

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
１
１

紀
伊
長
島
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環

境
管
理
係

℡（
47
）
１
１
１
１

三
重
県
尾
鷲
保
健
福
祉
事
務
所

（
尾
鷲
保
健
所
）

℡（
23
）
３
４
６
１

島勝漁村センター前 
白浦集会所前 
矢口浦集会所前 
長浜集会所前 
引本公民館前 
小山浦区民会館前 
便ノ山集会所前 
相賀コミュニティセンター駐車場 
汐見集会所前 
海山体育館前（役場前） 
船津集会所前 
新田集会所前 
上里福祉会館前 
馬瀬集会所前 
中ノ島公民館前 
海野コミュニティセンター前 
古里自然休養村センター前 
道瀬公民館前 
三浦公民館前
中原集会所前 
此ヶ野集会所前 

田中研磨加工所前
（旧農協十須支店前） 

大原公民館前 
役場赤羽出張所前 
志子農村婦人の家前 
旧農協志子支店前 
田山集会所前 
東長島公民館前 
出垣内会館　　 

紀伊長島体育館前
（紀伊長島総合支所前） 

山本会館前 
片上集会所前 
名倉集会所前 
呼崎集会所前 
中州区民館前 
多目的会館前

  9:30 ～   9:40
  9:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:50
11:10 ～ 11:20
11:30 ～ 11:45
13:30 ～ 13:40
13:50 ～ 14:00
14:10 ～ 14:30
14:40 ～ 15:00
15:10 ～ 15:40
  9:30 ～   9:50
10:00 ～ 10:15
10:35 ～ 11:00
11:10 ～ 11:25
13:30 ～ 13:55
14:05 ～ 14:20
14:30 ～ 14:40
14:50 ～ 15:00
15:10 ～ 15:30
  9:30 ～   9:35
  9:40 ～   9:45

  9:50 ～   9:55

10:05 ～ 10:10
10:20 ～ 10:30
10:40 ～ 10:55
11:00 ～ 11:10
11:15 ～ 11:25
11:35 ～ 12:05
13:30 ～ 14:00

14:10 ～ 14:50

  9:30 ～   9:50
10:00 ～ 10:20
10:30 ～ 10:40
10:45 ～ 11:05
11:10 ～ 11:20
11:30 ～ 11:55

第1日目
 4月12日（月）

第2日目
 4月13日（火）

第3日目
 4月15日（木） 

第4日目
 4月16日（金）

海
　
山
　
区

紀 

伊 

長 

島 

区

平成 22 年度　畜犬登録・狂犬病予防注射日程 

◎
犬
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

◎
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の

お
知
ら
せ

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
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健康かんたん☆ダイエット教室健康かんたん☆ダイエット教室健康かんたん☆ダイエット教室

らくらくやせる !　だれでもやせる !!　みんなでやせる !!!
　健康的にダイエットをしたい方を対象に「健康かんたんダイエット教室」を開催します。本教室では専門

家の指導のもと 1年を通して生活習慣を改善し、リバウンドしないようにダイエットをします。一人では挫

折しやすいダイエット、本教室をきっかけにしてみんなで健康的にダイエットしましょう。

　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満を要因として

高血糖、脂質異常、高血圧のうち２つ以上が重なることにより、

恐ろしい生活習慣病（心筋梗塞、脳血管疾患等）を発症する危険

性が高くなった状態をいいます。

　メタボリックシンドロームは、食べ過ぎや運動不足など悪い生

活習慣の積み重ねが原因となって起こるため、ダイエットによっ

て予防・改善ができます。

NHKためしてガッテンで大好評のダイエット法です。

健康とダイエットに必須の正しい歩き方を身につけます。

インナーマッスルを鍛え基礎代謝を高め、体のバランスを整えます。

癒し音楽を聴きながら気持ちを落ち着け、ストレスを解消します。

ダイエットと健康についてみんなで楽しく学びます。

塩分控えめ低カロリーの美味しい料理を実際に調理します。

年間 250 日を超える講演実績がある大人気の先生の講演です。

計るだけダイエット

ウォーキングダイエット

バランスボールダイエット

リラクゼーション＆ヒーリング

生活習慣改善ワーク

低カロリー食の料理教室

ダイエットと健康づくり講演会

肥満にはメタボリックシンドロームの危険性が…!!

内　容

講　師 保健師、栄養士、健康運動指導士

教室プログラム（毎月 1 回開催の全 12 回 1 年コース）

紀北町にお住まいの方

600 円（傷害保険料）　※第 1回に持参ください。

海山区・紀伊長島区それぞれ 30 名　※先着順

運動のできるもの

4月より毎月 1回開催の全 12 回　※詳しい日程表は第 1回の教室でお渡しします。

★ 第 1回 ★

　　　　　　　老人福祉センター　4月 22 日（木）13：30 ～ 15：00

　　　　　　　東長島公民館　　　4月 28 日（水）13：30 ～ 15：00

【海  山   区】

【紀伊長島区】

本庁福祉保健課地域保健係（℡32-3912）へ、4月 20 日（火）までにお電話で希望
会場を指定し、お申し込みください。

対 象 者

参 加 費

募 集 人 数

服 装

会 場
　 及 　 び 　
日 　 程

問 い 合 わ せ
　 及 　 び 　
申 し 込 み

昨年度実績（最高）
体重 -4.5 ㎏
腹囲 -6.5 ㎝
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世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は非課税で前年
の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の方

世帯全員が町民税非課税であって、本人の前年の合計所得金額
＋課税年金収入額が 80 万円以下の方

世帯全員が町民税非課税であって、第 1段階・第 2段階以外の
方

　介護保険制度は、介護の負担を社会全体で支えるため、40 歳以上の方が被保険者となって介護保険料を
負担し、介護が必要と認定されたときには、費用の一部を支払って介護サービスを利用するしくみとなって
います。

所 得 段 階 介護保険料年額所 得 等 の 条 件

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者であって、世帯全員
が町民税非課税の方

第 １ 段 階 2 4 , 9 8 8 円

第 ２ 段 階 2 4 , 9 8 8 円

第 ３ 段 階 3 7 , 4 8 2 円

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は非課税で第 4
段階以外の方

第 ４ 段 階 4 1 , 4 8 0 円

第 ５ 段 階 4 9 , 9 7 5 円

本人が町民税課税で、前年の合計所得が 200 万円未満の方第 ６ 段 階 6 2 , 4 6 9 円

本人が町民税課税で、前年の合計所得が 200 万円以上の方第 ７ 段 階 7 4 , 9 6 3 円

　※平成 21 年度の介護報酬改正に伴い、被保険者の保険料上昇分を抑制する措置として介護従事者処遇改
善臨時特例交付金を平成 21 年度から平成 23 年度の介護保険料に充て軽減されています。( 軽減後の保険料
が上記となります。) 

◇ 介護保険料の納付 ◇    
（1）年金からの天引き ( 特別徴収 )
　老齢・退職年金等で、年額 18 万円以上ある方は、年 6回年金から介護保険料が天引きされます。
　4月、6月分及び 8月分の介護保険料は仮徴収 ( 前年度 2月分と同額 ) となっていますので、10 月分以降
の介護保険料は年額との差額を調整した金額になります。
（2）納付書による納付 ( 普通徴収 ) 
　年金から天引きできない場合は、紀北広域連合から送られる納付書によって、金融機関等で介護保険料を
個別に納めていただきます。また、口座振替で納付することもできますのでご活用ください。

《口座振替について》
○申し込み
　金融機関・郵便局、または役場、広域連合の窓口に口座振替依頼書があります。
○必要なもの
　引き落としを希望する口座の通帳、その通帳の印鑑
○取り扱い金融機関
・第三銀行・紀北信用金庫・百五銀行・中京銀行
・伊勢農業協同組合・東海労働金庫・三重県信用漁業協同組合
・三重県、愛知県、岐阜県及び静岡県内のゆうちょ銀行または郵便局
問い合わせ　紀北広域連合　℡35-0888

◇ 65 歳以上の方 ( 第 1 号被保険者 ) の介護保険料 ◇
※40 歳以上 65 歳未満の方 ( 第 2号被保険者 ) の介護保険料は、ご加入の健康保険料に上乗せされ納めていただいています。

紀北広域連合から平成 22 年度の介護保険料についてのお知らせ
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  11：00 ～ 12：00 赤羽出張所 赤羽

  13：30 ～ 16：30 東長島公民館 東長島

    9：00 ～ 12：00 古里自然休養村センター 海野・古里

  13：30 ～ 14：30 三浦公民館 三浦・道瀬

 21 日（水）   9：00 ～ 15：00 多目的会館 西長島

    9：00 ～ 10：00 島勝漁村センター 島勝浦

  11：00 ～ 12：00 白浦漁村センター 矢口浦・白浦

   三重外湾漁協紀州南支所　
   （旧名称：海山漁業協同組合） 

引本浦

 
23 日（金）

 11：00 ～ 12：00 紀北教育会館 相賀・便ノ山・小山浦・小浦

  13：00 ～ 14：00 中里集会所 馬瀬・河内・上里・中里・船津

 26 日（月）   9：00 ～ 16：00 紀北町（紀伊長島区）電気式はかり所在場所

 27 日（火）   9：00 ～ 12：00 紀北町（紀伊長島区）電気式はかり所在場所

 28 日（水）   9：00 ～ 12：00 紀北町（海山区）電気式はかり所在場所

紀北町嘱託職員募集
職種及び採用予定人員　看護師　1名
応募資格
　紀北町内に居住、普通自動車免許を所有し、看護師ま
たは准看護師免許取得者で心身共に健全な方
採用予定年月日　平成 22年 5月１日
雇用期間　採用日から１年更新とし、勤務成績によ
　　　　り雇用期間を延長する。
募集期間　4月 2日（金）～ 14日（水）
　　　　　午前 8時 30分～午後 5時
　　　　　（ただし、土・日曜日は除く）
提出書類（各 1 通）
①申込書兼履歴書（総務課職員係及び紀伊長島総合支所
総務室で交付）
②健康診断書様式（総務課職員係及び紀伊長島総合支所
総務室で交付）
※健康診断は、指定様式において必ず受診すること
③普通自動車免許の写し
④看護師または准看護師免許の写し

試験日及び場所　4月 20日（火）午前 9時～
　　　　　　　　紀北町役場別館 3階大会議室
試験の内容　教養試験、面接
勤務先　老人ホーム赤羽寮
合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知
賃金等　紀北町老人ホーム赤羽寮嘱託職員に関する
　　　規程による
・正看護師：月額賃金　182,400 円
・准看護師：月額賃金　179,600 円
・割増賃金：6月期　1月　　12月期　1.2 月
・通勤手当：通勤距離に応じて支給
・年次有給休暇及び特別休暇あり
・社会保険、雇用保険及び労災保険に加入
・夜間勤務なし
【業務内容等の問い合わせ】
老人ホーム赤羽寮　℡47-1830

【問い合わせ・書類提出先】
本庁総務課職員係　℡32-3901

「はかり」の検査を忘れずに！
取引や証明用に使用する「はかり」は、2年に 1度の検査が必要です。必ず検査を受けましょう。
日　　程

手数料　検査手数料は、種類や能力によって異なります。
　　　　※支払いは現金のみとなりました。
検査の対象となる計量器
①商店・露店などの商品売買用　②病院・薬局などの調剤用　③病院・学校などの体重測定用
④生産者の生産物販売・出荷用　⑤工場・事業所などの材料購入・製品販売用
⑥農協・漁協などの物資集荷・出荷用　⑦運送・宅配業などの貨物運賃算出用
問い合わせ　三重県計量検定所　　　℡059-223-5071
　　　　　　本庁産業振興課商工係　℡32-3905

期　日 時　間 会　　場 地　　域

13：30 ～ 16：30

4 月 19 日（月）

20 日（火）

22 日（木）

※都合の悪い方は地域外の会場でも検査を受けることが可能です。
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紀北広域連合嘱託職員職員募集
職種及び採用予定人員　

　生活指導業務員　1名

応募資格

　平成 22年 6月 1日現在、紀北町、尾鷲市内に居住可

能な方

　高等学校卒業以上またはこれと同等の資格を有する方

　普通自動車免許を有し、心身共に健全な方

採用予定年月日　平成 22年 6月 1日

募集期間　

　4月 5日 ( 月 ) ～ 20 日 ( 火 )　

　午前 8時 30分～午後 5時　

　( ただし、土・日曜日は除く )

提出書類　( 各 1 通 )

①受験申込書（紀北広域連合総務企画係で交付）

②履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）

③最終学校の卒業証明書及び成績証明書

④高等学校卒業程度認定試験 ( 旧名称 : 大学入学資格検

定試験 ) の合格者は、合格証明書及び合格成績証明書

⑤普通自動車免許の写し

試験日及び場所

　4月 23日 ( 金 )　午前 9時～

　紀北広域連合 2階　研修室

試験の内容　作文・面接試験

勤務先　小規模作業所「瑠璃ヶ浜」

　　　　( 紀北町紀伊長島区東長島 )

業務内容　生活指導業務員

勤務条件　紀北広域連合嘱託職員取扱要綱による。

合格者の発表　決定後本人に郵送にて通知

【問い合わせ・書類提出先】

紀北広域連合総務企画係　℡35-0888

木造住宅耐震補強補助制度の概要

　昭和 56 年 5月 31 日以前に建築（着工を含む）された木造住宅の居住者で、収入が高額でない

世帯または高齢者単独世帯の方が入居する住宅となります。

　耐震診断の結果、「倒壊・大破壊の危険性が高い住宅」（耐震評点 0.7 未満）を「一応安全といえ
る住宅」（耐震評点 1.0 以上）にする工事を対象とします。
　補助基本額の上限を 90 万円とし、工事額の 2/3 を補助します。
　なお、国制度の改正に伴う補助金の加算もあります。

※地震に対する住まいの「安全安心」、「家を地震に耐えられるために何をすればいいか」を考え、
　住宅を耐震化する支援を行います。
　他の耐震関係支援としては、
　木造住宅の耐震診断（無料）、耐震補強設計補助等がございますので、皆様ご利用ください。
　制度の詳細につきましては、お問い合わせください。
問い合わせ　　本庁建設課建築係　℡32-3910

診断の評点 0.7未満 0.7以上1.0未満 1.0以上1.5未満 1.5以上

対象工事

区　　分

※町の無料耐震診断を受けた木造住宅が対象になります。

対象となる住宅は ?

倒壊の恐れが少ない補助対象

倒壊する可能
性が高い

倒壊する可能性が
ある 一応倒壊しない 倒壊しない
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身体障がい者の方等が利用する軽自動車税の減免
　一定の身体障がい者の方等のために使用する軽自動車等については、申請により税が減免される場
合があります。 
　ただし、減免を受けることができるのは、一人の身体障がい者の方等について自動車税（県税）お
よび 軽自動車税（町税）を通じて 1台です。したがって、普通乗用車等で自動車税の減免を受けた人は、
軽自動車税では減免を受けることができません。

■ 減免が受けられる軽自動車の範囲
次のいずれかで、専ら障がい者の方の通院、通学又は生業などに利用されるもの
・障がい者の方が所有（登録）し、本人が運転するもの
・障がい者又は同一世帯の方が所有（登録）し、その世帯のどなたかが運転するもの
・障がい者又は同一世帯の方が所有（登録）し、常時介護する方が運転するもの

■ 申請の時に持参するもの
①減免申請書（役場で配布しています。）
②身体障害者手帳、戦傷病者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳など
③印鑑（認印でも可）
④運転免許証（運転する方のもの）
⑤車検証
⑥身体障がい者等の減免に係る証明書（家族、介護運転の場合）
※前年度にこの減免を受けている方で、前年の状況と同じ場合には②、④、⑤の書類は必要ありません。

■ 対象となる主な障がいの程度（本人運転の場合）

　

■ 申請期間
4 月 1 日（木）～ 4月 23 日（金）

【問い合わせ】
　本庁税務課課税係　℡32-3908

障がいの区分 　   障がいの級別

  上肢不自由 1 級・2級

  下肢不自由 1 級～ 6級

  体幹不自由 1 級～ 3級・5級

  視覚障がい 1 級～ 3級・4級の 1

  聴覚障がい 2 級・3級

　この表のほかにも対象となる障がいや、
家族や介護者が運転する場合に該当する障
がいの程度等があります。詳しい級別につ
いてはお問い合わせください。

住宅
　紀北町海山区船津２５０２番地１　小松原住宅
構造
　鉄筋コンクリート造３階建
募集戸数
　１戸　１階２号室
間取り
　３ＤＫ（和室６畳２間・４畳１間、台所、風呂、洗
面所、トイレ）
家賃　月額　２７，０００円
　　　共益費　３，０００円

敷金　　　　８１，０００円
受付期間
　随時受付
入居決定
　開発公社住宅入居申込書を提出され、入居基準を満
たしている方の先着順とします。
※入居基準等詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ・申し込み
紀北町開発公社事務局
（本庁企画課内）
℡ 32ー３９０３

紀北町開発公社住宅入居者募集（随時）
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一
部
を
改
正

す
る
政
令
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１

日
以
降
の
募
集
に
つ
い
て
、
基
準
収
入

月
額
が
20
万
円
か
ら
15
万
８
千
円
へ
の

入
居
収
入
基
準
の
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。）

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者
及
び

同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所
得
か
ら
対

象
と
な
る
控
除
額
を
差
し
引
き
、
12
で

除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

③
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）
が
暴

力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
〜
14
日
（
水
）

　
〔
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
〕

申
し
込
み

本
庁
建
設
課
管
理
係　

紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建
設
室

 
町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

町民センター図書室から

　「きままな娘　わがま
　まな母」
　　　　　/藤堂志津子

　「ぼくは一ねんせい
　だぞ！」
　　　/ふくだいわお

「あいたい」/光丘真理
「ぼくの友だち」/高橋秀雄
「おべんとうバス」/真珠まりこ
「たねいっぱいわらったね」
　　　　　　　　　　　/近藤薫美子
「しあわせの子犬たち」
　　　　　　　   /メアリー･ラバット
「うさぎのくれたバレエシューズ」
　　　　　　　　　　　　/安房直子
「幼稚園のおべんとうママたちの裏技
大全書」/タツミムック

今月は弁当作りの本や、花の絵本が
入りました。赤ちゃんの絵本もござ
います。ぜひご利用ください。

※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時からお母さんのひ
ざで絵本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「よみきかせの会」（児童図書館）　4月 10 日（土）  13：30 ～
※「よみきかせの会」では、来てくれた子たちの年齢に合わせた絵本
や紙芝居をよんでいます。
「おはなし会」（多目的会館図書室）4月 17 日（土）　14：00 ～
対象：幼児　絵本の読み聞かせ、紙芝居をします。

「日本人の知らない
日本語 2」
　　/蛇蔵＆海野凪子

多目的会館図書室から

図書館だより図書館だより （４月の新刊案内）

「フリーター、家を買う。」
　　　　　　　　　　　/有川浩
「本格ミステリの王国」
　　　　　　　　　  /有栖川有栖
「もうひとつの熊野古道『伊勢路』物語」
　　　　　　　　　　　　  /甲斐崎圭
「イノセント・ゲリラの祝祭」
　　　　　　　　　　　　  /海堂尊
「体温を上げると健康になる」
　　　　　　　　　　　  　/齋藤真嗣
「いつか響く足音」/柴田よしき
「ニサッタ、ニサッタ」
　　　　　　　　　  /乃南アサ
「脳に悪い７つの習慣」/林成之
「サンタのおばさん」/東野圭吾
※図書に関するお問い合わせは、本庁
教育委員会生涯学習課℡32-3915（平
日）℡32-3901（土・日・祝日）までお
願いします。

【一般図書】
「北帰行」/佐々木譲
「ナニカアル」/桐野夏生
「回廊の陰翳」/広川純
「岸辺の旅」/湯本香樹実
「きみ去りしのち」/重松清
「夢曳き船」/山本一力
「城は踊る」/岩井三四二
「バットでできるお菓子とパン」
　　　　　　　/有元葉子、山本真理
【児童図書】
「神々の午睡」/あさのあつこ
「チームひとり」/吉野万理子
「であえてほんとうによかった」
　　　　　　　　　　　　/宮西達也
「妖怪アパートの幽雅な日常①～⑩」
　　　　　　　　　　　　/香月日輪

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名

 
町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

問い合わせ
本
庁
建
設
課
管
理
係　

℡（
32
）
３
９
１
０

紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
47
）
１
１
１
１

※

各
団
地
と
も
収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

※

申
し
込
み
数
が
多
い
と
き
は
、
選
考
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募　集　棟

汐ノ津呂団地
（相賀）

3K（和 2・洋 1・台所・浴室・
洗面・トイレ）

9,000 円
～ 13,400 円

間　取　り 家賃 (月額 )

　178 号（1階）

あけぼの団地 B棟
　　  （相賀）

3DK（和 2・洋 1・台所・浴室・
洗面・トイレ）

12,200 円
～ 18,100 円

　222 号（4階）

あけぼの団地 C棟
　　  （相賀）

3DK（和 2・洋 1・台所・浴室・
洗面・トイレ）

15,300 円
～ 22,800 円

　236 号（3階）
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　3 月 9 日、19 日に町内の小・中学校で卒業式が行わ
れました。
　矢口小学校では、児童一人ひとりが、校長先生から
卒業証書を受け取りました。
　別れの言葉では、在校生から感謝の気持ちや思い出
を、卒業生からは、先生、家族、在校生への感謝の気
持ちを伝えた後、それぞれの目標や将来の夢を発表し、
6 年間通った思い出の学び舎を巣立ちました。

町内の小・中学校で卒業式

下河内植樹ツアー3/14

　3 月 14 日、下河内の山林で、豊かな海を保つために、
山に広葉樹を植える下河内植樹ツアーが行われました。
　今年で 9 年目になるこの活動には、町内の家族連れ
や中国人研修生など約 100 人が参加し、ミズナラ、ヤ
マザクラ、ケヤキなど 6 種類の広葉樹 200 本を広さ約
10 アールの斜面に植えつけました。
　作業後は準備された大敷汁に舌鼓を打ち、疲れを癒
しました。

早稲田の森合宿所　お別れ会

　3 月 13 日、三戸地区で、老朽化のため取り壊される
ことになった赤羽小学校旧三戸分校で、早稲田の森友
の会のお別れ会が開かれました。
　この校舎は分校が廃校になった昭和 52 年から 9 年前
まで「早稲田の森合宿所」として使用されていたもので、
この日は、早稲田大学ツーリングクラブ OB や早稲田の
森友の会の会員が集まって思い出を語り合い、取り壊
される合宿所に別れを惜しみました。

ガーデニング教室

　3 月 20 日、海山体育館でガーデニング教室が開催さ
れました。
　女性会議「きほく」の地域の環境美化活動の一環と
して行われたこの教室には、町内から約 50 人が参加し、
グリーンアドバイザーの垣内光代さんの説明に耳を傾
けながら、ボロニア、忘れな草、ペチュニアなどこの
季節の花 7 種類を使った寄せ植えづくりを楽しみまし
た。

3/20

3 / 9
・19

3/13
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古
　
里
　
野
呂
　
国
昭

相
　
賀
　
園
　
　
幸
一
　

引
本
浦
　
瀧
本
　
嘉
夫
　

相
　
賀
　
佐
々
木
　
正
　

相
　
賀
　
谷
口
　
雄
治

矢
口
浦
　
　
村
　
浩
志
　

小
山
浦
　
川
端
　
和
也
　

相
　
賀
　
上
海
道
　
繁
　

観
音
寺
　
宮
原
　
敬
勝
　

（
紀
北
町
へ
）

寄
附
金

日
本
土
石
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　

　
　
　
　
　
椋
野
　
怜
史

絵
画

大
額
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
中
野
　
照
一

三
万
円

三
万
円

三
万
円

五
万
円

三
万
円

二
万
円

三
万
円

二
万
円

三
万
五
三
五
〇
円

消防・警察だより
【平成22年２月1日～28日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

住　所　  子の名前　  保護者

東長島　 南　　将太　　智貴

東長島　 南　　優太　　智貴

東長島　 東　　冬華　　浩之

長　島　 長井　義仁　　康仁

東長島　 前田　宗佑　　和也

上　里　 龍　　華凛　　鉄史

救急休日在宅当番表

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

４月の免許更新日（13日・2７日）
受 付 時 間   9 時～ 14時 /優良・一般   15時～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（２月末現在）

交通事故発生状況（２月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

２９６(－３８) １８７(－３６)

４８(－９)

１９(－１２) ５５(＋１７) ３５(－７)

６７(－１７) ４(－２) １０(－１) ５(－５)

その他

６０(－２５) ３５(－２１) ６(－５) １１(＋３) ８(－２)

０(－１) ０(±０) ０(±０) ３(＋１)

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

０(±０)

海 山 区 １(－１) ０(－１) ０(±０) ０(±０) ０(±０) ０(±０) １(±０)

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 １(＋１) １(＋１) ０(±０) ０(±０) ０(±０) ０(±０)

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ４(－２) １(－２) ０(±０)

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 １０，０５５
(＋３１２)

１，８４０
(－４３)

２６
(＋６)

２，４１６
(－９０)

８，２１５
(＋３５５)

尾鷲署管内 １４８(＋１９) ３２(－６) ０(－２) ４１(－１９) １１６(＋２５)

紀 北 町 ５９(－７) １４(－４) ０(－１) １９(－１９) ４５(－３)

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

戸籍の窓

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

上 田 医 院

きば内科クリニック

第 一 病 院
世古口クリニック
垣内胃腸科内科医院
海山レディースクリニック
野口内科胃腸科医院

4/4
4/11
4/18
4/25
4/29

曜日

日
日
日
日
木

電　　話 紀　　北 電　　話

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

3 6 - 1 1 1 1
3 2 - 1 1 8 8
4 7 - 4 8 0 0
3 3 - 0 8 8 8
3 2 - 2 2 6 6

2 2 - 1 3 2 9

2 2 - 3 5 3 5

住　所　   氏　　名　　（年齢）

長　島　 中野　四郎　  （84歳）

長　島　 田中　　保　  （83歳）

長　島　 成川己代治　  （46歳）

長　島　 三鬼あや子　  （65歳）

東長島　 瀬川　三郎　  （91歳）

上　里　 工門　望人　  （66歳）

小山浦　 川端　重喜　  （81歳）

矢口浦　 　村　　達　  （69歳）

上　里　 濱田　兼夫　  （80歳）

相　賀　 上海道晋一　  （88歳）

相　賀　 北村　雅博　  （78歳）

矢口浦　 　村　保治　  （84歳）

相　賀　 佐々木きくの  （99歳）
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新型インフルエンザワクチン接種費用の申請受付は
4月９日（金）で終了となります！！
新型インフルエンザワクチン接種費用の申請受付は
4月９日（金）で終了となります！！
新型インフルエンザワクチン接種費用の申請受付は
4月９日（金）で終了となります！！
　町では、平成 22 年 3 月 31 日（水）までに新型インフルエンザワクチンを接種された生活保護世帯・非
課税世帯の方への全額助成と、優先接種対象者で課税世帯の方への半額助成を実施してきましたが、接種費
用の助成申請期間が平成 22 年 4 月 9 日（金）までとなります。申請がまだお済みでない方は、4 月 9 日（金）
までに申請受付窓口で手続きをしてください。4月 9日以降の申請は受付できませんのでご注意ください。

　サークルでは、乳幼児を持つ母親同士が集まり、育児に対する不安や悩みを話し合い、子育ての情
報交換や仲間づくりなどを行っています。お子さんの憩いの場、お母さんの心のリフレッシュの場と
して、気軽に遊びに来てください。

本庁福祉保健課（老人福祉センター） ℡32-3912 保健センター ℡47-4750
紀伊長島総合支所福祉環境室 ℡47-1111 引本出張所 ℡32-0528
船津出張所 ℡35-0004 桂城出張所 ℡39-0004
赤羽出張所 ℡47-0401 三野瀬出張所 ℡49-3500

平成 22 年 3 月 31 日までに予防接種を受けた方で助成の対象に該当する方

【申 請 受 付 窓 口】

対　象　者
生活保護世帯  
非 課税世帯

全額助成

全額助成

全額助成

半額助成

課税世帯

助成はありません

助成はありません

優先接種対象者
（1歳以上の小児、小学生、中学生、高校生、1歳未満の
小児の保護者、65 歳以上の高齢者、妊婦、基礎疾患のある方）

19 歳から 64 歳までの健康な成人等

1歳未満の小児

3 ヵ月～ 7 歳 6 ヵ月で、2 回接種していないお子さん　
　 対象者には、通知書を郵送します。接種日までに通知書が届かない方は、ご連絡ください。　
老人福祉センター（℡32-3912）　　　保健センター（℡47-4750）

3 歳 6 ヵ月児健康診査

4 月 7 日（水）・21 日（水）老人福祉センター 4 月 9 日（金）・14 日（水）東長島公民館
【 時 間 】

【問い合わせ】

2 歳児歯科健康診査

4 月 15 日（木 ) 東長島公民館
H20.1.1 ～ H20.4.1 生まれのお子さん【対 象 者】

4 月 13、20、27 日［いずれも火曜日］
（10：30 ～ 11：30）
老人福祉センターにお問い合わせください。
（℡32-3912)

【 日 程 】

【 場 所 】

4 月 7、14、21、28 日［いずれも水曜日］
（10：30 ～ 11：30）
保健センター 2 階
（℡47-4750)

【 日 程 】

【 場 所 】

お知らせお知らせ

ポリオワクチン接種について

たんぽぽ（海山区） プチ・キッズ（紀伊長島区）

おやこサークル

対象者には、通知書を郵送します。通知書が届かな
い方はご連絡ください。

★

★

4 月 8 日（木）東長島公民館
H18.8.19 ～ H18.10.8 生まれのお子さん【対 象 者】

対象者には、通知書を郵送します。通知書が届かな
い方はご連絡ください。

★
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平成 22 年度健康歩こう会　年間計画平成 22 年度健康歩こう会　年間計画平成 22 年度健康歩こう会　年間計画

2 期：小学校入学前の 1 年間　　　　H16.4.2 ～ H17.4.1 生まれ
3 期：中学校 1 年生　　　　　　　　H9.4.2 ～ H10.4.1 生まれ
4 期：高校 3 年生に相当する年齢　　H4.4.2 ～ H5.4.1 生まれ

平成 22 年 4 月 1 日（木）～平成 23 年 3 月 31 日（木）
老人福祉センター（℡32-3912）
保健センター　　（℡47-4750）

【対 象 者】

【接 種 期 間】
【問い合わせ】

対象者には、通知書を郵送します。通知書が届かない方はご連絡ください。★

感染症情報（2月 22 日～ 3月 14 日分）

紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。
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　今年も元気で楽しく元気に歩きましょう！！

　※申し込み（1ヵ月前まで）、詳細につきましては、下記までお申し込みください。

　・紀伊長島区　津本守久さん　℡47-1582　　　・海山区　苫谷侑佑さん　℡32-1205

　※今年から、広報きほくには 4月号への年間計画だけの掲載になりますので大事に保管してください。

　町では、妊婦健診にかかる費用を助成してい
ますが、4 月 1 日（木）から、助成される検査項
目が拡大されます。特に手続きは不要です。お
手元にある「母子保健のしおり　妊婦健康診査
受診票」を妊婦健診の際に医療機関の窓口にお
出しください。

　「妊婦健診」を受けることは、妊婦さんや赤
ちゃんを守るうえでとても大切なことです。日
ごろから、かかりつけ医等をもち、妊婦健診を
受けましょう。

松阪、朝田寺 JR 相賀駅  7：40 出発
あでやかな牡丹の寺  紀伊長島駅 8：01 出発

２泊３日 バス 海山  13：00 出発
九州　湯田温泉（泊）  東長島公民館 13：40 出発

鞍馬寺 バス 海山  6：20 出発
貴船神社（京都）  東長島公民館 7：00 出発

余呉湖（滋賀）
 バス 海山  6：20 出発

  東長島公民館 7：00 出発

吉野山 バス 海山  6：30 出発
金峯山（特別開帳）  東長島公民館 7：10 出発

 バス 海山  6：20 出発
  東長島公民館 7：00 出発

金閣寺 バス 海山  6：20 出発
北山文化の美を代表する寺  東長島公民館 7：00 出発

 バス 海山  7：20 出発
  東長島公民館 8：00 出発

第 267 回 4 月 18 日（日）
  

第 268 回 5 月 8 日（土）

第 269 回 6 月 8 日（火）

第 270 回 7 月 11 日（日）

第 271 回 9 月 30 日（水）

第 272 回 10 月 18 日（月）

第 273 回 11 月 15 日（月）
  

第 274 回 1 月                     

第 275 回 2 月                     

妊婦健康診査について

MR（麻しん風しん混合）ワクチン接種について

伊勢神宮参拝

城ノ浜散策

法隆寺

平成 22 年度健康歩こう会　年間計画

月　日 行　き　先 交通手段及び出発時刻

※詳しくはお問い合わせください。
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普通救命講習
日時：4 月 9 日（金）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所 3 階会議室

精神保健福祉相談
日時：4 月 26 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

実
施
期
間

　

４
月
６
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

運
動
の
重
点

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶　

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
犯
・
交
通
安

全
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災

対
策
係

℡（
47
）
１
１
１
１

入
団
す
る
に
は

　

町
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

方
で
健
康
で
あ
り
、
消
防
団
活
動

が
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
入
団
で
き

ま
す
。

女
性
団
員
の
活
動
状
況

　

女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な

心
配
り
を
活
か
し
、
一
人
暮
ら
し

の
老
人
宅
へ
の
防
火
診
断
訪
問

や
、
学
校
・
事
業
所
等
へ
の
救
急

講
習
、
消
火
器
の
取
扱
訓
練
、
幼

稚
園
等
へ
の
防
火
・
防
災
紙
芝
居

の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
の
紀

北
町
消
防
団
員
数
は
４
０
１
人
で

す
。

　

女
性
団
員
の
方
は
24
人
（
海
山

方
面
隊
９
人
、
紀
伊
長
島
方
面
隊

15
人
）
で
す
。

○
消
防
団
員
の
方
に
は
年
報
酬
及

び
訓
練
手
当
等
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

○
消
防
団
に
お
い
て
５
年
以
上
勤

続
の
方
に
は
、
退
団
時
に
退
職
報

償
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

併
せ
て
男
性
の
消
防
団
員
も
募

集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災

対
策
係　

℡（
47
）
１
１
１
１

　

土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

方
な
ど
は
固
定
資
産
税
の
算
定
基

礎
に
な
る
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
自

己
の
所
有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋

以
外
で
も
価
格
な
ど
を
縦
覧
で
き

ま
す
。

縦
覧
場
所

　

本
庁
税
務
課
、
紀
伊
長
島
総
合

支
所
住
民
室

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
５
月
31
日
（
月
）

（
土
・
日
曜
日
、及
び
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
方

　

町
内
に
所
在
す
る
土
地
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
そ
の
家

族
等
代
理
権(

委
任
状
、
代
理
人

選
任
届
が
必
要)

を
有
す
る
方

そ
の
他

　

来
庁
時
は
、
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
代
理
の
と
き
は
、
代
理
人
本
人

を
確
認
で
き
る
も
の
と
委
任
状
等

を
持
参
）

問
い
合
わ
せ

本
庁
税
務
課
課
税
係

℡（
32
）
３
９
０
８

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
。
前
日
ま
で
に

本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予
約
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

紀
北
町
消
防
団
　

　
女
性
団
員
募
集

固
定
資
産
税
の
価
格

等
の
縦
覧

場
　
所

時
　
間

日
　
程

4
月
26
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

場
　
所

時
　
間

日
　
程

4
月
9
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　（
予
約
制
）
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紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

　
「
間
違
っ
た
表
示
の
食
品
が
販

売
さ
れ
て
い
た
」、「
食
品
を
販
売

す
る
の
に
表
示
方
法
が
わ
か
ら
な

い
」な
ど
食
品
表
示
１
１
０
番
は
、

国
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
食
品
の
表

示
に
関
す
る
情
報
提
供
や
お
問
い

合
わ
せ
を
受
け
る
た
め
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
で
す
。

　

受
付
は
電
話
等
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
お
近
く
の
三
重
農
政
事
務

所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

三
重
農
政
事
務
所
表
示
・
規
格
課

℡
０
５
９
（
２
２
９
）
４
３
０
０

　

防
衛
省
で
は
、
２
等
陸
・
海
・

空
士
（
任
期
制
隊
員
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制

隊
員
）

受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所　

℡
０
５
９
７
（
85
）
２
２
１
４

東
紀
州
自
衛
官
募
集
事
務
連
絡
会

（
本
庁
住
民
課
内
）

℡（
32
）
３
９
０
７

　

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
等

に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
被
害
防
止
効
果
が
十

分
期
待
で
き
る
電
気
柵
等
（
ト

タ
ン
、
網
、
板
等
を
含
む
。）
を

設
置
す
る
方
に
対
し
て
、
次
の

条
件
を
満
た
す
場
合
に
、
予
算

の
範
囲
内
で
資
材
購
入
費
の
２

分
の
１
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

条
件

・
設
置
場
所
が
町
内
で
あ
る
こ

と・
設
置
対
象
地
の
耕
作
面
積
が

１
０
０
㎡
以
上
あ
る
こ
と

・
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
の

購
入
資
材
で
あ
る
こ
と

補
助
金
限
度
額

　

水
稲
及
び
柑
橘　

10
万
円

　

野
菜　
　
　
　
　

５
万
円

手
続
き
方
法 

①
電
気
柵
等
の
補
助
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
事
業
費
等
を

記
載
し
た
事
業
計
画
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
４
月
１
日
か

ら
計
画
書
を
受
付
し
、
受
付
順

に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

補
助
金
の
内
示
を
行
い
ま
す
。）

②
事
業
計
画
書
の
提
出
後
、
補

助
金
交
付
申
請
書
に
領
収
書（
購

入
資
材
の
明
細
が
わ
か
る
も

の
）、
位
置
図
、
写
真
（
設
置
前

と
設
置
後
）
等
を
添
え
て
、
10

月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※

予
算
の
都
合
上
、
交
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

補
助
金
申
請
は
１
年
度
に
１

回
限
り
と
し
ま
す
。

※
事
業
計
画
書
、
補
助
金
交
付

申
請
書
の
用
紙
は
本
庁
産
業
振

興
課
ま
た
は
紀
伊
長
島
総
合
支

所
産
業
建
設
室
内
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
産
業
振
興
課
農
政
係

℡（
32
）
３
９
０
５

紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建
設

室
産
業
振
興
係

℡（
47
）
１
１
１
１

ご
存
じ
で
す
か

食
品
表
示
１
１
０
番

自
衛
官
募
集
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

収納の窓収納の窓

　町民の皆さまに納めていただいている町税は、公共施設の整
備や社会保障の充実、教育の振興など、まちづくりの貴重な財
源です。
　みなさん、昨年度分の町税の納め忘れはありませんか？
　町税を滞納された場合は、納付期限内に納めていただいた方
との公平性を保つため、本来の税額に加え、督促手数料や延滞
金を納付していただくことがあります。
　「つい忘れて納付期限が過ぎてしまう」、また「なかなか金融
機関に行く機会や行く時間がない」などといった方には口座振
替が便利です。ぜひご利用ください。

※4月 30日（金）は、平成 22年度軽自動車税の納付期限です。

問い合わせ
本庁税務課徴収係　℡32-3908

町税の納め忘れはありませんか？  

獣
害
防
護
柵
等
を
設
置
さ
れ
る
方
に
お
知
ら
せ
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2010.4
N
o.54

（
平
成
22
年
3
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
19,302

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,721

世
帯

■
男
：
9,150

人
/女
：
10,152

人

笑顔満１歳

「さわやか笑顔」のコーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに本庁企画課広報係
までお申し込みください。

粟飯原　力也くん
平成21年4月12日

おねえちゃんとお散歩が 大好きな
りっくんです。
< 船津 > 文雄・揚子さん

りきや

三山　礼智くん
平成21年4月8日

じぃちゃんとばぁちゃんが大好きっ
いっぱい遊んでね。
< 古里 > 孝幸・真弓さん

らいち

濵田　紘彰くん
平成21年4月13日

兄２人、姉２人、我が家のアイドル 　
ひろくんです。
< 相賀 > 明敏・真世さん

ひろあき

疇地　雅希くん
平成21年4月21日

いつもニコニコ ご機嫌 まぁくん
お姉ちゃん・お兄ちゃんと一緒にたく
ましく育ってます。
< 船津 > 秀樹・尚美さん

まさき

北村　千妃ちゃん
平成21年4月17日

三姉妹の末っ子　　　                                                                 
食いしん坊です
< 東長島 > 孝史・知子さん

ち　き

大西　心捺ちゃん
平成21年4月25日

食べるのだいすき　　　　　　　　　
いつもニコニコ　　　　　　　　　　
元気な こなつデス
< 長島 > 一孝・祥子さん

こなつ

脇　はづきちゃん
平成21年4月6日

食べることが大好き　元気いっぱい
声を出して笑っている、はづきです♪
< 東長島 > 和弘・友実さん長井　翔くん

平成21年4月26日
お誕生日おめでとう！　　　　　　　
元気で優しい男の子に育ってね
< 長島 > 亮介・礼子さん

しょう

大屋　奈美希ちゃん
平成21年4月１6日

笑顔がとても みりょく的な子です
< 東長島 > 綱紀・真弓さん

なみき

野中　颯太くん
平成21年4月8日

おフロ大好き。いたずら大好き。そたぼ
元気にすくすく育ってね。
< 船津 > 千佳央・梨香さん

そうた
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